
第３２０号 ２０２３年（令和５年）　６月１０日（土曜日）（平成９年 11 月５日第３種郵便物認可）（１５）

大人のための粉ミルク
「ミルク生活」シリーズ

由
で
食
が
細
る
人
が
増
え
る
。
加

齢
に
伴
い
筋
肉
量
が
減
少
す
る

「
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
」は
、
要
介
護
に

な
る
原
因
の
一
つ
だ
が
、
そ
の
主

因
が
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取
不
足
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
女
性
は
閉
経
後
に
骨
粗
し
ょ

う
症
に
な
り
や
す
く
、
男
性
に
比

べ
て
転
倒
時
に
骨
折
し
や
す
く
な

る
。

　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
「
ミ
ル
ク

生
活
プ
ラ
ス
」で
は
、「
ミ
ル
ク
生

活
」
の
成
分
の
う
ち
、
た
ん
ぱ
く

質
と
骨
の
形
成
に
必
要
な
カ
ル
シ

ウ
ム
の
量
を
増
や
し
て
い
る
。
こ

れ
が
シ
ニ
ア
女
性
の
健
康
不
安
解

消
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
。

ミ
ル
ク
生
活
プ
ラ
ス
と
ミ
ル
ク
生

活
の
売
上
構
成
比
が
65
対
35
な
の

は
、
こ
の
点
を
反
映
し
て
い
る
と

言
え
よ
う
。

ミ
ル
ク
な
の
に
牛
乳
臭
く
な
い

　

二
つ
目
は
、
ミ
ル
ク
な
の
に
牛

乳
臭
く
な
く
、
牛
乳
が
苦
手
な
人

で
も
飲
み
や
す
い
こ
と
。
神
奈
川

県
の
小
林
春
香
さ
ん
（
仮
名
、
68

歳
）は「
乳
製
品
が
苦
手
で
牛
乳
は

再
び
増
え
る

「
大
人
向
け
」商
品

　

本
連
載
第
１
０
１
回
で
、
子
供

や
若
者
向
け
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
大
人
・
シ
ニ
ア
向
け
に
売
れ
な

い
か
を
考
え
る
こ
と
で
潜
在
市
場

を
顕
在
化
で
き
る
―
―
と
述
べ

た
。
６
月
22
日
に
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー

が「
大
人
向
け
プ
ラ
レ
ー
ル
」を
発

売
す
る
が
、
最
近
子
供
向
け
商
品

を「
大
人
向
け
」に
変
更
し
た
例
が

再
び
増
え
て
い
る
。

　

だ
が
、
単
に
商
品
名
に
「
大
人

の
×
×
」と
銘
打
っ
た
り
、「
大
人

向
け
」
と
ア
ド
バ
ル
ー
ン
を
上
げ

た
り
す
る
だ
け
で
は
売
れ
る
保
証

は
な
い
。
子
供
向
け
商
品
を
「
大

人
向
け
」
に
変
え
る
場
合
、
潜
在

利
用
者
が
求
め
て
い
る「
機
能
性
」

を
明
確
に
訴
求
し
て「
コ
ス
パ
感
」

を
出
す
こ
と
が
重
要
だ
。
森
永
乳

業
の「
ミ
ル
ク
生
活
」は
そ
の
よ
い

事
例
だ
。

利
用
者
の
７
割
が
60
歳
以
上

　
「
粉
ミ
ル
ク
」と
い
え
ば
多
く
の

人
は
赤
ち
ゃ
ん
向
け
の
も
の
と
思

う
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、「
大
人

の
た
め
の
粉
ミ
ル
ク
」
と
う
た
っ

て
い
る「
ミ
ル
ク
生
活
」は
シ
ニ
ア

に
人
気
だ
。

　

粉
ミ
ル
ク
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
般
の
牛
乳
に
は
含
ま
れ
て
い
な

い
ラ
ク
ト
フ
ェ
リ
ン
、
ビ
フ
ィ
ズ

ス
菌
、
シ
ー
ル
ド
乳
酸
菌
、
11

種
類
の
ビ
タ
ミ
ン
、
食
物
繊
維
な

ラ
ム
の
摂
取
で
シ
ニ
ア
に
必
要
な

栄
養
分
が
ま
と
め
て
摂
れ
る
こ
と

だ
。
埼
玉
県
の
佐
藤
和
子
さ
ん

（
仮
名
、
75
歳
）
は
「
昨
年
の
健
康

診
断
で
栄
養
不
足
と
言
わ
れ
体
が

心
配
だ
っ
た
が
、
半
年
前
に
店
頭

で
高
た
ん
ぱ
く
、
高
カ
ル
シ
ウ
ム

入
り
の『
ミ
ル
ク
生
活
プ
ラ
ス
』を

見
つ
け
て
か
ら
飲
み
続
け
、
今
で

は
す
っ
か
り
栄
養
状
態
も
良
く

な
っ
た
」と
語
る
。

　

高
齢
に
な
る
に
つ
れ
様
々
な
理

全
然
飲
め
な
い
が
、
少
し
で
も
カ

ル
シ
ウ
ム
等
の
栄
養
を
摂
り
た
く

毎
日
飲
ん
で
い
る
。
臭
い
も
な
く

大
変
飲
み
や
す
い
」と
い
う
。

　

粉
末
の
た
め
軽
量
で
、
常
温
で

長
期
間
保
存
で
き
る
点
も
受
け
て

い
る
。
高
齢
に
な
る
と
買
い
物
時

に
重
い
も
の
を
運
ぶ
の
が
苦
痛
に

な
る
。
ま
た
生
乳
１
リ
ッ
ト
ル

パ
ッ
ク
は
短
期
間
し
か
保
存
で
き

な
い
た
め
、
小
食
の
シ
ニ
ア
に
は

買
い
に
く
い
。

必
要
な
栄
養
成
分
が
少

量
で
も
摂
れ
る
コ
ス
パ

が
売
れ
る
秘
訣

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
と
円
安
に
よ
る
物
価
高
で
消
費

者
は
ま
す
ま
す
価
格
に
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。
実
は
厳
し
く
な
っ

て
い
る
の
は
、
価
格
で
は
な
く

「
コ
ス
パ（
費
用
対
効
果
）」だ
。

　

加
齢
に
伴
い
不
足
す
る
が
普
段

の
食
事
で
は
摂
り
に
く
い
栄
養
成

分
を
少
量
で
も
必
要
分
摂
れ
る
利

便
性
が
コ
ス
パ
を
感
じ
さ
せ
、
納

得
性
を
高
め
て
い
る
の
だ
。

ど
の
栄
養
分
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

森
永
乳
業
に
よ
る
と
利
用
者
の

７
割
が
60
歳
以
上
、
男
女
比
率
は

80
％
が
女
性
。
店
頭
で
の
市
場

シ
ェ
ア
は
90
％
以
上
と
の
こ
と
。

な
ぜ
、
シ
ニ
ア
に
受
け
て
い
る
の

か
？少

量
の
摂
取
で
シ
ニ
ア

に
必
要
な
栄
養
分
が
ま

と
め
て
摂
れ
る

　

理
由
の
一
つ
目
は
、
１
回
20
グ

第194回

「
大
人
向
け
」商
品
で
は

機
能
性
と
コ
ス
パ
訴
求
が
重
要

　

学
校
卒
業
後
、
あ
る
い
は

施
設
入
所
か
ら
地
域
生
活
に

移
行
す
る
場
合
、
ま
た
、
ひ

き
こ
も
り
に
該
当
す
る
よ
う

な
在
宅
生
活
が
長
期
化
し
て

い
る
成
人
の
自
閉
症
の
人
た

ち
が
、
日
中
に
通
所
利
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
に
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う

か
。

　

現
状
、
成
人
期
の
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
表
の
よ

う
な
日
中
活
動
系
の
事
業
が

用
意
さ
れ
て
い
る
（
厚
生
労

働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
筆

者
作
成
）。

　

利
用
で
き
る
対
象
者
は
、

そ
れ
ぞ
れ
下
記
の
通
り
（
厚

労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
、

筆
者
抜
粋
）。

　

①
生
活
介
護
：
地
域
や
入

所
施
設
に
お
い
て
、
安
定
し

た
生
活
を
営
む
た
め
、
常
時

介
護
等
の
支
援
が
必
要
な

者
。
障
害
支
援
区
分
が
区
分

３
（
障
害
者
支
援
施
設
等
に

入
所
す
る
場
合
は
区
分
４
）

以
上
等
。

　

②
自
立
訓
練
（
生
活
訓

練
）：
地
域
生
活
を
営
む
上

で
、
生
活
能
力
の
維
持
・
向

上
等
の
た
め
、
一
定
の
支
援

が
必
要
な
障
害
者
。
入
所
施

設
・
病
院
を
退
所
・
退
院
し

た
者
。
特
別
支
援
学
校
を
卒

業
し
た
者
等
。

　

③
就
労
移
行
支
援
：
通
常

の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
こ

と
が
可
能
と
見
込
ま
れ
る

者
。
単
独
で
就
労
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
た
め
、
就
労

に
必
要
な
知
識
及
び
技
術
の

習
得
も
し
く
は
就
労
先
の
紹

介
そ
の
他
の
支
援
が
必
要
な

者
。

　

④
就
労
継
続
支
援
Ａ
型

（
雇
用
型
）：
通
常
の
事
業
所

に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
困
難

な
障
害
者
の
う
ち
、
適
切
な

支
援
に
よ
り
雇
用
契
約
等
に

基
づ
き
就
労
す
る
者
。
就
労

移
行
支
援
事
業
を
利
用
し
た

が
、
企
業
等
の
雇
用
に
結
び

つ
か
な
か
っ
た
者
等
。

　

⑤
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

（
非
雇
用
型
）：
就
労
移
行
支

援
事
業
等
を
利
用
し
た
が
一

般
企
業
等
の
雇
用
に
結
び
つ

か
な
い
者
や
、
一
定
年
齢
に

達
し
て
い
る
者
な
ど
で
あ
っ

て
、就
労
の
機
会
等
を
通
じ
、

生
産
活
動
に
か
か
る
知
識
及

び
能
力
の
向
上
や
維
持
が
期

待
さ
れ
る
者
等
。

◇

　

現
場
チ
ッ
ク
な
言
い
方
を

す
れ
ば
、
生
活
介
護
事
業
は

主
に
障
害
程
度
が
重
度
で
、

就
労
は
困
難
で
、
日
常
生
活

場
面
で
手
厚
い
介
護
が
必
要

な
方
。

　

自
立
訓
練
は
２
年
間
の
利

用
年
限
で
、
地
域
生
活
ス
キ

ル
を
身
に
着
け
る
こ
と
を
目

標
に
す
る
方
。

　

就
労
移
行
支
援
は
、
２
年

間
の
利
用
年
限
で
企
業
就
労

（
障
害
者
雇
用
）
を
目
指
す

方
。

　

就
労
継
続
Ａ
型
は
、
そ
の

事
業
所
と
雇
用
契
約
を
結

び
、
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金

が
発
生
す
る
方
。
就
労
継
続

Ｂ
型
は
工
賃
作
業
を
行
う
方

―
―
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
状
の
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
障
害
程
度
と
利
用
希

望
に
対
応
し
、
障
害
の
あ
る

人
た
ち
の
「
地
域
で
働
く
」

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う
整
備

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、実
際
の
支
援
現
場
で
は
、

こ
れ
ら
の
事
業
・
サ
ー
ビ
ス

が
う
ま
く
機
能
し
な
い
で
、

場
合
に
よ
っ
て
は
支
援
の
網

か
ら
抜
け
落
ち
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
。

　

例
え
ば
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
に
通
え
な
い
、
利
用

し
た
く
て
も
受
け
入
れ
て
く

れ
な
い
、
通
所
先
で
十
分
な

対
応
が
受
け
ら
れ
ず
ト
ラ
ブ

ル
が
続
く
、
就
労
し
て
も
長

く
続
か
な
い
―
―
と
い
っ
た

こ
と
だ
。

　

次
回
か
ら
は
、
こ
れ
ら
通

所
事
業
所
の
事
例
を
通
し

て
、自
閉
症
の
人
た
ち
の「
働

く
」
を
考
え
て
み
た
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
閉
症
ｅ
ス
タ
イ
ル
ジ
ャ
パ
ン
理
事
長

中
山
清
司

現
場
最
前
線
の
今

194
自閉症の人が

「地域で働く」を支援

当事者と共に働く場を作る①

（
表
）。

■
加
入
対
象
者

　

従
業
員
は
原
則
と
し
て
全

員
加
入
さ
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
従
業

員
は
除
外
で
き
ま
す
。
①
期

間
を
定
め
て
雇
用
さ
れ
る
者

②
季
節
的
業
務
に
雇
用
さ
れ

る
者
③
試
用
期
間
中
の
者
④

休
職
期
間
中
の
者
⑤
定
年
な

ど
で
短
期
間
内
に
退
職
す
る

こ
と
が
明
ら
か
な
者
⑥
短
時

間
労
働
者
。

　

※
事
業
主
や
小
規
模
企
業

共
済
に
加
入
し
て
い
る
人
、

社
会
福
祉
施
設
職
員
等
退
職

手
当
共
済
制
度
に
加
入
し
て

い
る
人
な
ど
は
中
退
共
に
加

入
で
き
な
い
。

■
掛
金
の
助
成

（
１
）
新
規
加
入
助
成

　

初
め
て
中
退
共
制
度
に
加

入
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、

加
入
後
４
カ
月
目
か
ら
１
年

間
、
掛
金
月
額
の
２
分
の
１

（
従
業
員
ご
と
に
上
限
５
０

０
０
円
）が
助
成
さ
れ
ま
す
。

短
時
間
労
働
者
の
特
例
掛
金

月
額
（
掛
金
月
額
４
０
０
０

円
以
下
）
に
つ
い
て
は
、
さ

ら
に
、
３
０
０
円
〜
５
０
０

円
／
月
の
上
乗
せ
助
成
も
あ

り
ま
す
。

（
２
）
月
額
変
更
助
成

　

掛
金
月
額
が
１
万
８
０
０

０
円
以
下
の
従
業
員
の
掛
金

を
増
額
変
更
す
る
事
業
主
に

対
し
て
、
増
額
す
る
月
か
ら

１
年
間
、
増
額
分
（
増
額
前

と
増
額
後
の
掛
金
月
額
の
差

額
）
の
３
分
１
が
助
成
さ
れ

ま
す
。

　

※
同
居
の
親
族
の
み
を
雇

用
す
る
事
業
主
や
社
会
福
祉

施
設
職
員
等
退
職
手
当
共
済

制
度
に
加
入
し
て
い
る
事
業

主
等
、
こ
の
助
成
対
象
に
な

ら
な
い
場
合
が
あ
る
。

　

※
国
の
助
成
以
外
に
も
、

地
方
自
治
体
で
独
自
の
補
助

制
度
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
。

■
掛
金
月
額
の
種
類

　

５
０
０
０
円
、
６
０
０
０

円
、
７
０
０
０
円
、
８
０
０

０
円
、
９
０
０
０
円
、
１
万

円
、
１
万
２
０
０
０
円
、
１

万
４
０
０
０
円
、
１
万
６
０

０
０
円
、１
万
８
０
０
０
円
、

２
万
円
、２
万
２
０
０
０
円
、

２
万
４
０
０
０
円
、
２
万
６

０
０
０
円
、
２
万
８
０
０
０

円
、
３
万
円
の
16
種
類
が
あ

り
、
従
業
員
ご
と
に
任
意
に

選
択
し
ま
す
。
短
時
間
労
働

者
の
場
合
は
、
特
例
掛
金
月

額
と
し
て
２
０
０
０
円
、
３

０
０
０
円
、
４
０
０
０
円
か

ら
も
選
択
で
き
ま
す
。な
お
、

掛
金
は
全
額
事
業
主
が
負
担

し
、
掛
金
の
一
部
を
従
業
員

に
負
担
さ
せ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

※
短
時
間
労
働
者
と
は
、

１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が

同
じ
企
業
に
雇
用
さ
れ
る
通

常
の
従
業
員
よ
り
短
く
、
か

つ
30
時
間
未
満
で
あ
る
者
。

加
入
申
込
時
に
短
時
間
労
働

者
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書

（「
労
働
条
件
通
知
書
（
雇
入

通
知
書
）」
ま
た
は
、「
労
働

契
約
書
」
の
写
し
）
が
必
要
。

■
簡
単
な
管
理

①
毎
月
の
掛
金
は
口
座
振
替

で
納
付
し
ま
す
。

②
退
職
金
管
理
・
運
用
や
各

種
手
続
き
の
手
数
料
は
不
要

で
す
。

③
従
業
員
ご
と
の
「
掛
金
納

付
状
況
」「
退
職
金
試
算
額
」

の
通
知
が
毎
年
届
き
ま
す
。

■
掛
金
は
全
額
非
課
税

　

法
人
企
業
の
場
合
は
損

金
、
個
人
企
業
の
場
合
は
必

要
経
費
と
な
り
ま
す
。

■
留
意
点

①
短
期
間
で
の
退
職
で
は
、

掛
け
捨
て
や
掛
け
損
に
な
る

期
間
が
あ
り
ま
す
。

②
退
職
事
由
に
よ
っ
て
退
職

金
額
を
変
え
る
こ
と
は
で
き

ず
、
掛
金
月
額
と
納
付
月
数

に
応
じ
た
退
職
金
額
が
従
業

員
本
人
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

③
懲
戒
解
雇
の
場
合
で
あ
っ

て
も
退
職
金
は
本
人
に
支
払

わ
れ
ま
す
。
厚
生
労
働
大
臣

の
認
定
を
受
け
て
減
額
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、

そ
の
減
額
部
分
は
事
業
主
に

戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
中
退
共

本
部
に
ご
確
認
下
さ
い
。
無

料
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
も
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
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が
い
者
が
ど
こ
に
い

る
か
が
全
く
把
握
で

き
な
か
っ
た
。
役
所

で
は
個
人
情
報
だ
か

ら
と
教
え
て
も
ら
え

な
い
。
避
難
所
で

『
障
が
い
の
あ
る
方

は
い
ま
す
か
』
と
声

か
け
し
て
も
、
本
人

や
家
族
は
手
を
挙
げ

づ
ら
い
」

　

木
工
お
も
ち
ゃ
の

寄
贈
は
、
再
び
現
地

入
り
し
た
際
、
子
ど

も
の
お
も
ち
ゃ
が
全

部
流
さ
れ
た
話
を
聞

い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。「
実
は

ず
っ
と
欲
し
か
っ
た
が
、
震
災
直

後
は
物
資
の
優
先
度
が
高
く
、
言

い
出
せ
な
か
っ
た
と
話
し
て
く
れ

た
」（
武
藤
さ
ん
）。
郡
山
市
の
保

育
園
か
ら
は
子
ど
も
に
お
も
ち
ゃ

を
作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
を

受
け
、
ピ
ア
ワ
ー
ク
の
利
用
者
た

ち
も
訪
問
、
そ
の
場
で
木
工
製
作

教
室
を
開
い
た
。

　
「
自
閉
症
で
は
、
お
も
ち
ゃ
が

な
い
と
生
活
が
難
し
い
子
も
い

る
」
と
武
藤
さ
ん
。
名
取
市
の
放

課
後
デ
イ
か
ら
も
声
が
か
か
っ

た
。
こ
う
し
た
活
動
が
地
元
紙
で

取
り
上
げ
ら
れ
、
依
頼
が
一
気
に

増
え
た
。

16
年
の
熊
本
地
震
の
際
に
は
、

利
用
者
自
ら
が
支
援
し
た
い
と
声

を
あ
げ
た
。
石
川
さ
ん
は
「
誰
か

の
た
め
に
何
か
を
す
る
と
い
う
気

持
ち
が
、
意
欲
や
行
動
を
こ
れ
だ

け
変
え
る
。
継
続
す
べ
き
取
組
み

だ
と
実
感
し
た
」と
述
べ
た
。

　

国
の
退
職
金
制
度
で
あ
る

中
小
企
業
退
職
金
共
済
（
中

退
共
）
制
度
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。

　

人
材
確
保
や
人
材
定
着
の

対
策
と
し
て
、
ま
た
、
福
利

厚
生
の
一
つ
と
し
て
も
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
掛

金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
て

く
れ
る
、
掛
金
月
額
を
選
択

で
き
る
、
管
理
が
簡
単
、
掛

金
は
全
額
非
課
税
で
あ
る
等

の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
２
０

２
３
年
３
月
末
現
在
、
加
入

企
業
数
は
約
38
万
、
運
用
資

産
額
は
約
５
・
３
兆
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
加
入
で
き
る
企
業

　

個
人
企
業
や
公
益
法
人
等

の
場
合
は
、
常
時
雇
用
す

る
従
業
員
数
に
よ
り
ま
す

　

作
業
場
の
壁
一
面
に
は
、
完
成

し
た
木
の
お
も
ち
ゃ
が
無
数
に
格

納
さ
れ
て
い
る
。
多
い
の
は
動
物

や
乗
り
物
。
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を

添
え
て
オ
ー
ダ
ー
を
受
け
る
こ
と

も
多
い
。「
種
類
は
数
え
き
れ
な

い
」
と
同
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
管
理

責
任
者
の
武
藤
康
司
さ
ん
は
話

す
。

　

よ
く
使
用
す
る
材
料
は
ブ
ナ

の
木
。
あ
る
程
度
の
固
さ
が
あ

り
、
白
く
明
る

い
色
が
作
品
を

際
立
た
せ
る
。

製
作
担
当
の
石

川
英
五
郎
さ
ん

は
「
何
を
、
ど

の
大
き
さ
で
作

る
か
は
仕
入
れ

た
木
の
寸
法
次

第
。
で
き
る
限

り
歩
留
ま
り
率

を
上
げ
、
材
料

の
ロ
ス
を
な
く

す
」
と
説
明
。

全
く
同
じ
形
の

作
品
は
で
き
な

い
そ
う
だ
。

　

同
事
業
所
で

は
木
工
製
作
を
就
労
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
一
つ
と
し
、
現
在
は
10
人
ほ

ど
の
利
用
者
が
担
当
。
全
て
手
作

業
で
行
う
。
石
川
さ
ん
が
電
動
糸

鋸
で
大
ま
か
な
形
を
切
り
出
し
、

利
用
者
は
丁
寧
に
ヤ
ス
リ
が
け
し

な
が
ら
形
を
整
え
る
。
接
着
・
組

立
・
塗
装
ま
で
基
本
的
に
は
一
人

が
一
作
品
を
担
う
。

　

完
成
品
は
同
事
業
所
内
の
店

舗
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
販
売
。
さ
ら

に
、
モ
ノ
づ
く
り
の
愛
好
家
や
プ

ロ
も
集
う
ク
ラ
フ
ト
・
デ
ザ
イ
ン

系
の
展
示
会
に
も
積
極
的
に
参
加

す
る
。「
就
労
へ
の
技
能
習
得
も

重
要
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
本
人
の

自
信
や
誇
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
が
嬉
し
い
。
人
に
ほ
め
ら
れ

た
、
役
に
立
っ
た
と
実
感
す
る
機

会
が
ほ
と
ん
ど
与
え
ら
れ
な
か
っ

た
子
た
ち
も
多
い
」と
石
川
さ
ん
。

初
め
て
の
作
品
は
よ
く
、
両
親
へ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
勧
め
る
そ
う

だ
。看

板
で
元
気
づ
け
た

阪
神
・
淡
路

　

木
工
作
業
を
開
始
し
た
の
は
約

30
年
前
。
最
初
は
技
術
が
ほ
ぼ
皆

無
で
「
売
れ
る
モ
ノ
に
な
る
に
は

時
間
が
か
か
る
と
覚
悟
し
た
」（
石

川
さ
ん
）。
地
域
の
木
工
所
へ
修

行
に
出
し
、
自
事
業
所
は
下
請
け

作
業
＋
就
労
支
援
と
し
て
の
立
ち

位
置
を
狙
っ
て
い
た
が
、
不
景
気

で
木
工
所
が
次
々
と
閉
所
。
そ
れ

で
も
特
色
の
あ
る
事
業
を
続
け
た

い
と
、
技
術
を
培
っ
て
き
た
。

　

木
工
製
作
を
開
始
し
て
１
年
も

経
た
な
い
１
９
９
５
年
に
阪
神
・

淡
路
大
震
災
が
発
生
し
た
。
現
地

の
共
同
作
業
所（
福
祉
作
業
所
）は

ほ
ぼ
全
壊
。
作
業
・
活
動
再
開
の

目
途
が
立
た
な
い
中
、
少
し
で
も

復
興
の
後
押
し
に
な
れ
ば
と
、
各

作
業
所
の
名
前
が
入
っ
た
木
の
看

板
を
制
作
、
寄
贈
し
た
。

お
も
ち
ゃ

の
ニ
ー
ズ
、

東
北
で

　

２
０
１
１
年
の

東
日
本
大
震
災
で

は
、
発
生
翌
月
の

４
月
に
武
藤
さ
ん

と
管
理
者
の
丸
橋

克
也
さ
ん
の
２
人

が
現
地
入
り
。
仙

台
を
拠
点
に
被
災

地
域
を
周
り
、
障

が
い
者
の
ニ
ー
ズ

調
査
と
安
否
確
認

に
奔
走
し
た
が
、

「
正
直
、
何
も
で

き
ず
に
帰
っ
た
」

と
武
藤
さ
ん
は
話

す
。「
在
宅
の
障

　

社
会
福
祉
法
人
お
あ
し
す
福
祉
会
が
運
営
す
る「
ピ
ア
ワ
ー
ク
・
オ
ア
シ
ス
」（
東
京
都
江
東
区
）は
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
・
就
労
移
行
支
援
・
就
労
定
着
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
木
工
製
作
を
作
業
に
取

り
入
れ
、
利
用
者
の
生
活
意
欲
に
働
き
か
け
る
。
被
災
地
支
援
の
一
環
と
し
て
、
東
北
や
熊
本
の
子
ど

も
た
ち
へ
木
の
お
も
ち
ゃ
を
寄
付
し
続
け
て
い
る
。

ピ
ア
ワ
ー
ク
・
オ
ア
シ
ス（
東
京
都
江
東
区
）

木
の
お
も
ち
ゃ
作
る
喜
び
被
災
地
で
も

掘
り
出
し
物
も
見
つ
か
る
店
舗「
お
あ
し
す
」（
平
日

10
〜
17
時
、
江
東
区
毛
利
１
―
７
―
３
田
中
ビ
ル
）

武藤さん（左）と石川さん。後ろは全て完成品

同じ種類でも形・車輪の大きさ・色（木の種類）がそれぞれ異なる

国
の
退
職
金
制
度（
中
退
共
）

（表）日中活動系の障害福祉サービス

生活介護
常に介護を必要とする人に、昼間、入浴、排
せつ、食事の介護等を行うとともに、創作的
活動又は生活的活動を提供する

自立訓練
（生活訓練）

自立した日常生活又は社会生活ができるよ
う、一定期間、生活能力の維持、向上のため
に必要な支援、訓練を行う

就労移行支援
一般企業等への就労を希望する人に、一定期
間、就労に必要な知識及び能力の向上のため
に必要な訓練を行う

就労継続支援
（A型）

一般企業等での就労が困難な人に、雇用して
就労の期間を提供するとともに、能力等の向
上のために必要な訓練を行う

就労継続支援
（B型）

一般企業等での就労が困難な人に、就労する
機会を提供するとともに、能力等の向上のた
めに必要な訓練を行う
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西谷直子

業　種 常用従業員数 資本金・出資金
一般業種（製造業、建設業等） 300人以下 or ３億円以下
卸売業 100人以下 or １億円以下
サービス業 100人以下 or ５千万円以下
小売業 50人以下 or ５千万円以下
※常用従業員数もしくは資本金・出資金のどちらか一方がこの範囲内であ
ればよい


